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タイプで63.2MPa,Dタイプで62.2MPaの最大相
当応力が発生 した。 これ らの値 は,sugiuraらや













出 した結果,い ずれの荷重方向において もAタイ






しか しC,Dタ イプでは上記の可能性が回避 され
る傾向が認められ,ま た垂直荷重ではインプラン
ト周囲骨における応力は生理的範囲内にあった。
したがって,天 然歯 とインプラン トを連結する際
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圧変位量 を生体での実測値 に近似 させるために直
交異方性体 と設定 した。同様にインプラント体 と
周囲骨の間にGap要素を設定 した。歯根膜以外は
線形等方性弾性体として設定 した。解析モデルは
4タイプとした。Aタ イプは2本 の天然歯 を支台
とするブリッジ,Bタ イプは天然歯 とインプラン
トを連 結 したブ リッジで あり,Bタ イプのポ ン
ティック部近心側,遠 心側1mmをPOMと したも
のを,それぞれCタ イプ,Dタ イプとした。頬舌
的な傾斜および垂直な静的荷重 を付与 し線形静解
析を行った。
インプラン ト周囲における応力は,傾 斜荷重時
には圧迫側の皮質骨に,垂 直荷重ではインプラン
ト頸部の底面 と側面に接する部分に集中 した。B
タイプの舌側傾斜荷重時に73.6MPaの相当応力が
インプラン ト周囲の皮質骨に発生 した。また,C
